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【昨日の市況概要】 公示仲値 109.25

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 109.12 1.0617 115.82 1.0054 1.2502 0.7565
SYD-NY High 109.23 1.0632 116.02 1.0066 1.2535 0.7583
SYD-NY Low 108.55 1.0606 115.21 1.0028 1.2500 0.7557
NY 5:00 PM 108.59 1.0614 115.30 1.0052 1.2525 0.7583

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 11.495/12.245 Δ25RR 2.693 Yen Call Over
NY DOW - - 債券市場 日本2年債 -0.2250 ▲1.4bp      
NASDAQ - - 日本10年債 0.0100 ▲2.1bp      

S&P - - 米国2年債 - -
日経平均 18,335.63 ▲ 91.21 米国5年債 - -

TOPIX 1,459.07 ▲ 9.24 米国10年債 - -
ｼｶｺﾞ日経先物 - - 独10年債 - -

ﾛﾝﾄﾞﾝFT - - 英10年債 - -
DAX - - 豪10年債 - - 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 - - 為替市況 USD/CNH 6.8868 0.0016 　
上海総合 3,246.07 ▲ 29.89 ドルインデックス 100.51 ▲0.05

USDJPY 3M Vol 10.19 0.05% 商品市況 CRB指数 - -
USDJPY 6M Vol 9.86 0.04% NY金 - -
EURJPY 3M Vol 13.45 0.09% WTI - -
EURJPY 6M Vol 11.89 0.04% Dubai Spot 54.15 ▲0.02
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

4月14日 13:30 日 鉱工業生産(前月比/前年比)・確報 2月 3.2%/4.7% -/-

13:30 日 設備稼働率(前月比) 2月 3.2% -

21:30 米 CPI(前月比/前年比) 3月 -0.3%/2.4% 0.0%/2.6%

21:30 米 コアCPI(前月比/前年比) 3月 -0.1%/2.0% 0.2%/2.3%

21:30 米 小売売上高(前月比) 3月 -0.2% -0.2%

- - イースター休暇 - - -

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

4月17日 11:00 中 小売売上高/固定資産投資/鉱工業生産(前年比） 3月 9.7%/8.8%/6.3% 10.9%/8.9%/6.0%

11:00 中 GDP(前年比） １Q 6.8% 6.8%

15:15 日 黒田日銀総裁　講演 - - -

21:30 米 ニューヨーク連銀製造業景気指数 4月 15.0 16.4

4月18日 6:00 米 フィッシャーFRB副議長　講演 - - -
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当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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NY時間のﾄﾞﾙ円は108.88ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方発表された米3月消費者物価指数(前月比)が予想を下回ったことや､米3月小売売上高がﾍｯﾄﾞ
ﾗｲﾝこそ予想比同水準となったものの､自動車の売上高が3ヶ月連続で減少し前回値が大幅に下方修正されたことなどからﾄﾞﾙ円は108.74
まで下落｡ｲｰｽﾀｰ休暇で米株式､債券市場が休場となる中､その後のﾄﾞﾙ円はじり安の展開に一時安値108.55を付け､108.59ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ
した｡なお､米財務省による為替報告書が週末にかけて発表される予定となっており､先日のｲﾝﾀﾋﾞｭｰでﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領が｢中国を為替操作
国に認定しない｣との発言があった中､日本に対しての評価にも注目が集まっていた｡一方､ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.0618ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡ｲｰｽﾀｰで欧
州勢の市場参加者が限られる中､1.0606から1.0630の動意に乏しい推移が続き､1.0614ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は109.12ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｲｰｽﾀー でｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙや香港など､ｱｼﾞｱの主要ﾏｰｹｯﾄが休場となる中､109円台前半で揉み合う展
開｡午後に入り､日経平均株価が下落する動きにﾄﾞﾙ円も連れ安の展開となり､ﾄﾞﾙ円は108円台後半まで値を下げた｡また､北朝鮮の外務
次官が｢我々が米国の先制攻撃を前に傍観することがないのは確か｣などと発言したことも一部で材料視された模様｡しかし､市場参加者が
限られる中で一段と下を試すといった流れとはならず､一時108.85を付けた後､108.91ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った｡ (東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場休場

先週金曜日海外時間のドル/円相場は下落する展開となった。イースター休暇となり市場参加者が限られる中、東
京時間終盤以降のドル/円は108.90近辺での狭いレンジ内での推移が続いたが、米3月小売売上高、米3月消費
者物価指数の弱い結果等を背景にドル売りが強まると、一時108.55まで下落した。本日のドル/円相場は引き続き
下方向への動きを予想。週末の北朝鮮ミサイル発射報道もあり地政学リスクが引き続き強く意識されることに加え
て、18日に開催される日米経済対話に対する警戒感もある中では積極的なドル買いは控えられるだろう。イース
ター休暇となり流動性が低下する中、ストップロスオーダーを巻き込んで一段と下落に拍車がかかる局面には警
戒しておきたい。
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